

















(mora I courage）の重要性を指摘した（J.0’Too I e, 1985）。ここでいう「道徳的
勇気j とは，企業ならびに経営者の「公共の善への在極的情熱（positive
passion for the public good）」の発現を意味し，同時にそれは「正しいと知っ
ていることを実行に移す勇気j を発揮することを示してv-iる（J.0’Toole, 
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計画化された意思決定を促進する方法である」 (J.A. Waters, 1988）との規定に
したがえば，企業経営の推進，とりわけ管理活動の遂行に際して，倫理的諸問
題に関する討論はインテグリティを高めるためには不可欠な要件ではあるもの









(honesty in communication），②公平な処遇（fairt rea tmen t），③特定の配
慮（特定の状況下での） (spec i a I consideration），④公平な競争（faircom-
petition），⑤組織的責任（organizationalresponsibility），⑥企業社会責
任（corporatesocial responsibi 1 i ty），⑦法の遵守（respectfor law），な









































































している（A.B. Carrol I, 1987 ; 1995 ; 1996 ; 2000 ; 2001a; 2001b）。すなわち，
それは (1) 「非道徳的経営者」 (immoralmanager) (2）「道徳的経営者」
(moral manager), (3）「無道徳的経営者」（amora 1 manager），の3つのタイプ
である【図表－ 2，参照〕。この見解でとくに注目すべきは，言うまでもなく，
(2）の「道徳的経営者」といった経営者のタイプである。
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【図表ー 2】 マネジメン卜倫理のアプローチ
非道徳的経営者 無道徳的経営者 道徳的経営者
(immoral manager, (amoral manager, (moral manager, 







た倫理原則に一致し ・マネジメントの行動 に一致している。(Ethical 

































［出所JA. B. Carroll (1987), p. 12. ; A.B. Carroll (1996), p. 126. ; A.B. Carroll 
(2000a), p. 14. 
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活 動 報告，調査の実施，コンプラ 統合，指導と相談の提供，価値
行 イアンス監査の監視，倫理基 成果の評価，問題の確認と解決，準の強化 コンブライアンス行動の監視
コンブライアンス基準とシス 意思決定と価値
教 コ円~ テム コンブライアンス基準とシステ
ム









































倫理企業（high-ethicscompany）」（M.Past in, 1986a : M.Past in, 1986b）や，
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